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古
来
、
衣
更
え
は
時
代
に

も
よ
る
が
、
平
安
朝
で
は
数

度
に
わ
た
る
衣
更
え
が
あ
っ

た
ら
し
い
し
、
江
戸
時
代
に

は
４
月
１
日
と
10
月
１
日
が

衣
更
え
の
日
と
な
っ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
（
広
辞
苑
）
。

　

現
在
の
暦
で
は
６
月
１
日

と
10
月
１
日
と
な
っ
て
い
る

が
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
と
云
う
服

装
表
現
が
出
現
し
、
さ
ら
に

は
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
と
な
り
、

衣
更
え
に
ま
つ
わ
る
季
節
感

や
情
緒
性
も
な
く
、
軽
装
を

喜
ぶ
風
習
が
生
ま
れ
た
。
こ

の
風
習
は
軽
装
な
る
が
故
に

喜
ば
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？
温
暖
化
等
の
気
候
変
動

に
伴
い
、
資
源
不
足
の
我
が

国
に
あ
っ
て
は
、
冷
房
や
暖

房
を
節
減
す
る
と
云
う
目
的

の
美
名
に
よ
っ
て
、
衣
服
の

持
つ
文
化
性
が
失
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

し
か
し
、
分
析
的
に
観
察
す

る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に

気
が
付
く
。
そ
れ
は
、
適
宜

適
切
な
服
装
を
心
が
け
て
い

る
人
々
の
一
群
と
乱
れ
が
ち

に
な
っ
て
い
る
人
達
の
一
群

と
に
は
大
き
な
開
き
が
生
ま

れ
だ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
教
養
の
有
無
に
よ
る

の
で
あ
ろ
う
が
、
気
品
の
あ

る
服
装
は
周
囲
に
安
定
感
を

育
ん
で
い
る
。

　

こ
の
頃
は
好
ま
れ
な
い
言

葉
の
よ
う
だ
が
、
衣
食
足
り

て
礼
節
を
知
る
と
い
う
伝
え

は
死
語
に
な
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
人
間
と
し
て
大

切
な
言
葉
で
あ
る
。
こ
の
頃
、

本
学
の
学
生
・
生
徒
の
服
装

を
俯
瞰
す
る
と
心
か
ら
清
々

し
い
と
の
感
を
深
く
す
る
が
、

こ
れ
は
一
重
に
制
服
ば
か
り

で
は
な
く
、
平
素
の
服
装
と

て
同
様
で
あ
る
。
教
養
が
感

じ
ら
れ
る
服
装
は
素
晴
ら
し

い
。

　

以
前
、
一
部
の
若
者
の
服

装
が
云
々
さ
れ
た
こ
と
が
有

っ
た
が
、
近
頃
は
中
年
世
代

に
乱
れ
が
あ
る
と
も
言
わ
れ

だ
し
て
い
る
。
其
々
の
世
代

を
反
映
し
て
の
服
装
な
れ
ど

も
、
乱
れ
な
き
社
会
を
構
成

す
べ
く
努
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

服
装
に
限
ら
ず
事
柄
の
軽
重

に
限
ら
ず
、
重
み
を
自
覚
し

な
け
れ
ば
と
思
う
。

　
　
　
　
　
（
H
26・5・23
記
）

衣
更
え
の
時
期
に
思
う
。

理事長・学園長

関口　修
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桜
花
爛
漫
、花
吹
雪
舞
う
４
月
22
日
、

学
校
法
人
郡
山
開
成
学
園
は
創
立
68
周

年
記
念
日
を
迎
え
た
。式
典
で
は
、会
場

の
建
学
記
念
講
堂
を
埋
め
た
1
5
0
0

人
が
、郡
山
開
成
学
園
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

演
奏
で
記
念
式
典
歌
を
歌
い
、祝
っ
た
。

　

記
念
式
典
で
永
年
勤
続
を
称
え
る
表

彰
が
行
わ
れ
、11
名
に
記
念
品
と
金
一
封

が
贈
呈
さ
れ
た
。受
賞
者
を
代
表
し
て
短

大
・
幼
児
教
育
学
科
の
三
瓶
令
子
教
授

が「
こ
れ
か
ら
も
学
園
の
た
め
に
、力
を
尽

く
し
て
い
き
ま
す
」と
お
礼
の
言
葉
を
述

べ
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
勤
続
40
年
】

▲
家
庭
療
／
本
田　

徳
通

【
勤
続
30
年
】

▲
短
大
／
三
瓶 

令
子　

仲
田 

佐
和
子

▲
高
校
／
桜
川　

敦
子

【
勤
続
20
年
】

▲
大
学
／
大
泉　

由
美

▲
高
校
／
佐
藤　

千
賀
子

▲
事
務
局
／
井
上　

英
子

【
勤
続
10
年
】

▲
大
学
／
武
井　

玲
子

▲
短
大
／
古
山　

幹
雄　

横
溝　

聡
子

▲
事
務
局
／
七
海　

淳
子

　

大
学
の
3
年
生
と
短
期
大
学
部
の
１

年
生
を
対
象
と
し
た
、学
内
の
企
業
説
明

会
が
2
月
10
日
、マ
リ
ー
ル
ー
ム
で
行
わ
れ

た
。学
生
2
0
0
人
が
就
職
活
動
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

　

5
月
15
日
、東
京
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
で
日
本
私
立
短
期
大
学

協
会
の
総
会
が
開
か
れ
、役
員
改
選
で
郡

山
開
成
学
園
理
事
長
・
郡
山
女
子
大

学
・
同
短
期
大
学
部
学
長
の
関
口
修
氏

が
会
長
に
選
ば
れ
た
。

　

協
会
に
は
全
国
の
私
立
短
期
大
学 「若者賛歌」を合唱する教職員一同

講演する福士千恵子さん

第68回創立記念日

表彰された皆さん

関口　修理事長・学長

真剣に担当者の説明を聞く学生たち

品
位
あ
る
学
生
と
し
て
の
成
長
を

学
校
法
人  

郡
山
開
成
学
園  

創
立
68
周
年
を
祝
う

　

関
口
修
学
園
長
は
式
辞
の
中
で「
建
学

の
精
神
で
あ
る『
尊
敬
・
責
任
・
自
由
』

を
も
と
に
、自
分
に
対
し
て
忠
実
で
、日
々

の
修
学
を
積
み
、英
知
を
養
い
、品
位
あ

る
学
生
と
し
て
の
成
長
を
望
む
」と
話
し

た
。

　
こ
の
後
、教
職
員
全
員
2
0
0
名
が
壇

上
に
並
び
、若
者
賛
歌「
吾
子
よ
」を
歌
い
、

学
生
・
生
徒
応
答
歌「
青
春
の
確
か
さ

を
今
」を
合
唱
し
た
。

永
年
勤
続
者
表
彰

関
口
修
理
事
長
・
学
長
が

日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
会
長
に
就
任

学
内
企
業
説
明
会
に

多
数
の
参
加
者

　

平
成
25
年
度
、本
校
卒
業
生
の
進
路

決
定
率
は
、約
97
％（
1
5
0
人
／

1
5
5
人
中
）で
あ
り
、
一
昨
年
度
よ

り
6
％
高
ま
っ
た
。し
か
し
、目
標
の

1
0
0
％
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。進
路
先
の

内
訳
は
、進
学
が
8
割
で
、就
職
が
2
割

で
あ
っ
た
。進
学
で
は
、郡
山
女
子
大
学
及

び
短
期
大
学
部
に
68
人
合
格
し
た
の
を

含
め
、大
学
へ
48
人
、短
期
大
学
へ
50
人
が

進
学
し
た
。昨
年
度
の
進
路
指
導
の
傾
向

と
し
て
は
、高
大
連
携
生
入
学
者
選
抜
に

プ
レ
テ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り

本
学
志
向
が
高
ま
っ
た
こ
と
、そ
し
て
国

平
成
25
年
度

附
属
高
校
に
お
け
る
進
路
状
況
に
つ
い
て

平成26年3月31日現在（在籍155名）平成25年度  附属高校進路先一覧

◎他大学（28名）
進　路　先 人　数

福島大学　人文社会学群　経済経営学類
福島大学　人文社会学群　人間発達学類　スポーツ・芸術創造専攻
秋田公立美術大学　美術学部　美術学科
宮城大学　看護学部　看護学科
東北文教大学　人間科学部　こども教育学科
尚絅学院大学　総合人間科学部　現代社会学科
仙台大学　体育学部　現代武道学科
東北福祉大学　総合福祉学部　社会教育学科　学校教育コース
東北文化学園大学　医療福祉学部　保健医療学科　保健医療コース
奥羽大学　薬学部　薬学科
日本大学　工学部
福島学院大学　福祉学部
群馬パース大学　保健科学部　理学療法学科
大妻女子大学　人間関係学部　人間関係学科　社会学専攻
嘉悦大学　経営経済学部　経営経済学科
日本体育大学　体育学部　体育学科
江戸川大学　社会学部　人間心理学科
淑徳大学　総合福祉学部　教育福祉学科　健康教育コース
聖徳大学　心理・福祉学部　心理学科
明海大学　不動産学部　不動産学科
浦和大学　こども学部　こども学科
城西大学　理学部　数学科
鎌倉女子大学　教育学部　教育学科
女子美術大学　美術学部　美術学科　日本画専攻
京都ノートルダム女子大学　人間文化学部　人間文化学科

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1

◎郡山女子大学（20名）
進　路　先 人　数

郡山女子大学　家政学部人間生活学科　生活総合コース
郡山女子大学　家政学部人間生活学科　福祉コース
郡山女子大学　家政学部人間生活学科　建築コース
郡山女子大学　家政学部食物栄養学科

5
6
4
5

◎他短期大学（2名）
進　路　先 人　数

国際短期大学　コミュニケーション学科
戸板女子短期大学　食物栄養科

1
1

◎郡山女子大学短期大学部（48名）
進　路　先 人　数

郡山女子大学短期大学部　家政科福祉情報専攻
郡山女子大学短期大学部　家政科食物栄養専攻
郡山女子大学短期大学部　幼児教育学科
郡山女子大学短期大学部　生活芸術科
郡山女子大学短期大学部　音楽科
郡山女子大学短期大学部　文化学科

13
6
15
7
1
6

公
立
大
学
へ
4
名
合
格
し
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

就
職
に
関
し
て
は
、昨
年
よ
り
も
順
調

に
内
定
を
い
た
だ
き
、ほ
ぼ
全
員
が
希
望

す
る
就
職
先
に
合
格
し
た
。そ
の
要
因
は
、

景
気
が
上
向
き
に
な
り
、高
校
生
向
け
の

求
人
が
増
え
た
こ
と
が
大
き
い
。今
後
も

ミ
ス
マ
ッ
チ
の
な
い
職
業
選
択
に
心
を
配

り
な
が
ら
就
職
指
導
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

今
年
度
も
す
べ
て
の
生
徒
の
進
路
決
定

に
向
け
て
全
教
職
員
が
一
致
団
結
し
て

取
り
組
み
、生
徒
全
員
の
合
格
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
た
い
。

　

式
典
の
後
、平
成
26
年
度
第
１
回
教
養

講
座
が
開
か
れ
た
。講
師
は
読
売
新
聞

東
京
本
社
メ
デ
ィ
ア
局
総
務
福
士
千
恵

子
氏
で
、「
女
性
の
1
0
0
年
と
メ
デ
ィ
ア

の
変
化
」と
題
し
て
講
演
し
、学
生
や
教

職
員
ら
約
1
5
0
0
人
が
熱
心
に
聞
き

入
っ
た
。

　

福
士
さ
ん
は
、読
者
の
相
談
に
答
え
る

読
売
新
聞
の
コ
ラ
ム「
人
生
案
内
」が
今

年
1
0
0
年
を
迎
え
た
こ
と
を
紹
介
、

「
読
者
自
身
の
問
題
解
決
の
た
め
の
参
考

と
な
って
い
る
。こ
れ
か
ら
は
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ

ア
を
上
手
に
使
い
、相
手
に
分
か
る
よ
う

言
葉
に
す
る
努
力
が
必
要
で
あ
る
」と

語
っ
た
。

3
2
4
校
が
加
盟
し
て
い
る
。任
期
は
２

年
。関
口
氏
は
昭
和
15
年
9
月
生
ま
れ
。

73
歳
。米
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
立
大
教
育
学

部
大
学
院
修
了
後
、昭
和
43
年
に
郡
山

女
子
大
講
師
に
就
任
、平
成
6
年
に
教
授
、

15
年
に
郡
山
開
成
学
園
理
事
長
、23
年
に

は
同
学
園
長
に
就
い
た
。平
成
16
年
か
ら

は
日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
の
副
会
長

を
務
め
東
日
本
大
震
災
や
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
の
事
故
か
ら
私
立
短
期
大

学
の
復
興
に
尽
力
し
て
き
た
。総
会
の
席

上
、関
口
新
会
長
は「
全
会
員
の
力
を
結

集
し
、様
々
な
難
局
を
乗
り
切
ろ
う
」と

抱
負
を
語
っ
た
。

　

会
場
に
は
参
加
企
業
26
社
が
そ
れ
ぞ

れ
ブ
ー
ス
を
設
け
、人
事
担
当
者
が
企
業

概
要
や
採
用
情
報
な
ど
を
詳
し
く
説
明

し
て
い
た
。学
生
ら
は
ブ
ー
ス
を
回
り
真

剣
な
表
情
で
担
当
者
の
話
に
聞
き
入
って

い
た
。

　

25
年
度
の
本
大
学
・
短
期
大
学
部
の

就
職
率
は
共
に
99
％
だ
っ
た
。
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特
集  

研
修
紀
行

─
大
学
・
短
期
大
学
部

─

　

春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が
3
月
16
日
に
開
催
さ
れ
、

県
内
外
の
高
校
1
、2
年
生
と
父
兄
な
ど
3
0
0
人

が
参
加
し
た
。本
学
の
魅
力
に
早
め
に
直
接
触
れ
て
も

ら
お
う
と
、例
年
に
比
べ
て
3
ヵ
月
早
め
に
ス
タ
ー
ト
し

た
。参
加
者
は
学
科
・
専
攻
別
に
授
業
体
験
に
臨
ん

だ
。大
学
・
食
物
栄
養
学
科
で
は
健
康
を
食
か
ら
支

え
る「
管
理
栄
養
士
」の
仕
事
に
つい
て
、短
大
・
生
活

芸
術
科
で
は
デ
ザ
イ
ン
・
絵
画
・
彫
刻
な
ど
を
体
験

し
た
。

　

オ
リ
エン
テ
ー
シ
ョン
で
は
関
口
学
長
が「
今
日
は
じ
っ

く
り
と
学
内
を
見
学
し
て
く
だ
さ
い
」と
歓
迎
の
あ
い

さ
つ
。附
属
高
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
佐
藤
浩
明
監
督

が「
日
本
と
海
外
の
違
い
を
体
験
し
て
視
野
を
広
め
、い

ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

　

今
回
も「
福
島
・
二
本
松
・
本
宮
」「
白
河
・
矢

吹
・
須
賀
川
」「
小
野
・
船
引
・
三
春
」「
喜
多
方
・

会
津
若
松
・
猪
苗
代
」「
棚
倉
・
石
川
」か
ら
の
無
料

送
迎
バ
ス
を
運
行
、ど
の
コ
ー
ス
も
ほ
ぼ
満
席
の
盛
況

だ
っ
た
。

　

26
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
日
程
は
次
の
通
り
。

・
第
1
回　

6
月
15
日（
日
）

・
第
2
回　

7
月
12
日（
土
）

・
第
3
回　

9
月
7
日（
日
）

・
第
4
回　

10
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）

※
も
み
じ
会
開
催
中

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

大
学
と
短
大
は
、今
年
も
各
学
科
の
特
徴
を
生
か
し
た
研
修
旅

行
を
行
っ
た
。学
ん
だ
新
し
い
知
識
や
世
界
観
は
こ
れ
か
ら
の
学

習
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
日
本
の
食
文
化
に
触
れ
て
】

大
学
・
食
物
栄
養
学
科
２
年　
長
沼　
美
帆

　

福
島
で
は
ま
だ
雪
が
残
る
２
月
の
下
旬
、私
た

ち
食
物
栄
養
学
科
10
名
は
、京
都
へ
２
泊
３
日
の
研

修
旅
行
へ
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。研
修
の
目
的
は
、

日
本
の
食
文
化
を
実
際
に
食
べ
た
り
作
っ
た
り
な

ど
体
験
を
通
し
て
学
ぶ
と
い
う
も
の
で
し
た
。福
寿

園
で
は
、石
臼
で
の
抹
茶
づ
く
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

深
い
味
わ
い
を
出
す
た
め
の
挽
き
方
、抹
茶
の
た
て

方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。甘
春
堂
で
は
、和
菓
子
作

り
を
し
ま
し
た
。春
を
感
じ
さ
せ
る
梅
、鶯
な
ど
全

部
で
4
種
の
和
菓
子
を
作
り
ま
し
た
。食
文
化
ミュ

ー
ジ
ア
ム
で
は
京
の
食
文
化
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
和
食
の
原
点
と
も

言
え
る
京
料
理
、京
都
の
長
い
歴
史
と
四
季
折
々

自
然
の
中
で
世
代
を

越
え
て
育
ま
れ
た
京

の
食
文
化
、和
食
を
折

に
触
れ
、学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
３
日
間
で
し

た
。研
修
を
支
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
学
園
、先

生
方
、両
親
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
の
学
び
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

【
研
修
旅
行
の
美
術
館
巡
り
】

短
大
・
文
化
学
科
２
年　
山
崎　
友
理
子

　

私
た
ち
文
化
学
科
は
2
月
末
、4
泊
5
日
の
研

修
旅
行
で
出
雲
、倉
敷
、京
都
、伊
勢
と
由
緒
あ
る

土
地
を
訪
れ
ま
し
た
。そ
の
中
の
目
玉
は
式
年
遷

宮
を
経
た
新
し
い
出
雲
大
社
、伊
勢
神
宮
を
参
拝

す
る
こ
と
で
し
た
が
、文
化
学
科
の
特
質
と
し
て
そ

の
他
に
も
有
名
な
美
術
館
を
訪
れ
る
こ
と
も
研
修

旅
行
の
大
事
な
点
で
し
た
。

出
雲
の
足
立
美
術
館
、倉

敷
の
大
原
美
術
館
と
い
う

全
国
的
に
と
て
も
有
名
な

美
術
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

近
く
に
住
ん
で
い
る
の
な
ら

ま
だ
し
も
、地
方
に
住
ん
で

い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
滅

多
に
な
い
機
会
で
す
。全
世

界
で
名
を
馳
せ
て
い
る
有

名
な
画
家
の
絵
画
を
数
多

く
見
る
こ
と
の
で
き
る
機

日本の食文化を堪能

春
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催

３
０
０
人
が
参
加

　

教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
、学
園
長
を
は
じ
め
本
学

の
教
員
と
父
兄
が
懇
談
す
る
方
部
別
懇
談
会
が
、今

年
も
ま
た
下
記
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ

た
。

　

懇
談
会
で
は
家
族
会
会
長
の
挨
拶
、学
園
長
に
よ
る

学
園
教
育
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、ま
た
、教
務
部
、学

生
生
活
部
、就
職
部
の
各
担
当
者
か
ら
説
明
が
行
わ

れ
る
予
定
。個
人
面
談
で
は
大
学
・
短
大
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
身
近
な
、よ
り
具
体
的
話
し
合
い
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。

方
部
別
教
育
懇
談
会

今
後
の
日
程
決
ま
る

　

本
学
は
、「
尊
敬
・
責
任
・
自
由
」を
教
育
理
念
に

掲
げ「
人
間
守
護
」を
基
に
、す
ぐ
れ
た
人
格
と
教
養

を
持
つ
女
性
を
輩
出
す
べ
く
、常
に
時
代
に
呼
応
し
た

形
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
き
た
。平
成
12
年

度
か
ら
高
度
情
報
化
社
会
や
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
に
代
表

さ
れ
る
新
し
い
時
代
の
人
間
生
活
の
充
実
発
展
に
寄

与
で
き
る
人
材
育
成
を
目
的
に
、学
生
全
員
に
対
し

ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
の
無
償
貸
与
を
行
っ
て
お
り
、こ
れ

ま
で
、ｅ‐ラ
ー
ニ
ン
グ
・
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
の
拡
充
・
情

報
コ
ン
セ
ン
ト
設
備
整
備
・
無
償
パ
ソ
コ
ン
検
定
資
格

取
得
講
座
の
開
設
・
学
内
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト（
授
業
支

援
シ
ス
テ
ム
）に
よ
る
双
方
向
シ
ス
テ
ム
構
築
等
、様
々

な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
環
境
の
整
備
を
実
施
し
て
き
た
。

　
こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
用
性
を
最
大

限
に
活
用
し
た
学
生
・
教
員
の
時
間
・
場
所
を
超
え

た
双
方
向
性
と
、従
来
の
よ
う
な
知
識
の
伝
達
・
注
入

を
中
心
と
し
た
授
業
か
ら
教
員
と
学
生
が
意
思
疎
通

を
図
り
つつ
、
一
緒
に
な
って
切
磋
琢
磨
し
、相
互
に
刺

激
を
与
え
な
が
ら
知
的
に
成
長
す
る
場
を
創
り
、学

生
が
主
体
的
に
問
題
を
発
見
し
、解
を
見
出
し
て
い
く

能
動
的
学
習（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）と
の
融
合
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。学
生
に
は
授
業
の
た
め
の
事
前

準
備
・
授
業
受
講
・
事
後
展
開
を
通
し
て
主
体
的
な

学
修
に
要
す
る
総
学
習
時
間
の
確
保
、教
員
に
は
学
生

の
主
体
的
な
学
修
の
確
立
の
た
め
に
、教
員
と
学
生
あ

る
い
は
学
生
同
士
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
取
り
入
れ

た
授
業
方
法
の
工
夫
、十
分
な
授
業
の
準
備
、学
生
の

学
修
への
き
め
細
か
い
支
援
が
求
め
ら
れ
る
事
か
ら
、ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
た
め
の
場
所
を
確
保
し
、こ
れ

ら
を
具
現
化
で
き
る
施
設
、設
備
を
整
備
し
た
。

図
書
館
・
62
年
館
に
ラ
ン
コ
モ
室

【
美
術
研
修
旅
行
の
思
い
出
】

短
大
・
生
活
芸
術
科
1
年　
佐
々
木　
里
佳
子

　

2
月
8
日
か
ら
10
日
ま
で
の
2
日
間
、私
た
ち

は
東
京
へ
美
術
研
修
旅
行
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

数
10
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
大
雪
だ
っ
た
た
め
心

配
し
ま
し
た
が
、六
本
木
の
美
術
館
や
溜
池
の
文

化
施
設
な
ど
を
ほ
ぼ
予
定
通
り
巡
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。四
季
劇
場
で
鑑
賞
し
た「
ラ
イ
オ
ン
キ
ン

グ
」は
、役
者
の
方
々
の
熱
い
演
技
に
圧
倒
さ
れ
、舞

台
美
術
・
音
楽
・
衣
装
な
ど
も
工
夫
さ
れ
て
い
て

迫
力
が
あ
り
、と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
立
新
美
術
館
で
見
た「
文
化
庁
メ
デ
ィ

ア
芸
術
祭
受
賞
作
品
展
」の『
A
i
r
y 

M
e
』

と
い
う
作
品
は
、可
愛
ら
し
い
絵
柄
と
は
裏
腹
に
少

し
不
気
味
な
世
界
感
が
映
像
技
術
を
駆
使
し
て

う
ま
く
表
現
さ
れ
て
お
り
、強
く
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

　

森
美
術
館
の「
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
展
」は
、

見
慣
れ
た
作
品
が
数
多
く
あ
り
、現
代
デ
ザ
イ
ン

に
大
き
く
影
響

を
与
え
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

東
京
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
や
横
浜
・
中

華
街
な
ど
も
見

学
す
る
こ
と
が
で

き
、思
い
出
に
残

る
充
実
し
た
研

修
と
な
り
ま
し
た
。

【
研
修
旅
行
を
終
え
て
】

短
大
・
家
政
科
食
物
栄
養
専
攻
１
年　
寺
山　
真
帆

　

1
泊
2
日
東
京
方
面
へ
の
研
修
旅
行
に
参
加
し

ま
し
た
。横
浜
中
華
街
で
中
国
の
食
文
化
を
学
び
、

味
の
素
株
式
会
社
の
川
崎
工
場
を
見
学
し
、ホ
テ
ル

ニュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で
テ
ー
ブ
ルマ
ナ
ー
を
学
び
、イ
タ
リ

ア
文
化
会
館
で
イ
タ
リ
ア
の
食
文
化
を
学
び
ま
し

た
。ホ
テ
ル
の
厨
房
見
学
で
は
、普
通
は
立
ち
入
る

こ
と
の
で
き
な
い
バッ
ク
ヤ
ー
ド
に
お
い
て
、調
理
し

た
料
理
が
ど
の
よ
う
な
形
で
お
客
様
へ
提
供
さ
れ

る
の
か
、ス
タ
ッフ
の
方
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し 見学した国立新美術館前で

【
神
戸
・
大
阪
・
京
都
へ
の
研
修
旅
行
】

短
大
・
家
政
科
福
祉
情
報
専
攻
１
年　
高
橋　
美
絵

　

私
達
は
、2
月
中
旬
に
2
泊
3
日
で
関
西
方
面

へ
行
き
ま
し
た
。神
戸
の「
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ

ー
」で
は
、阪
神
淡
路
大
震
災
の
映
像
を
見
て
地
震

の
凄
さ
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
が
、19
年
が
経
過

し
た
現
在
の
神
戸
の
様
子
を
見
て
、東
北
も
少
し

ず
つ
復
興
へ
向
か
う
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。北
野
異

人
館
散
策
で
は
、景
観
の
美
し
さ
に
感
銘
を
受
け
、

ホ
テ
ル
で
は
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

附
属
高
校
の
時
に
体
験
し
ま
し
た
が
、あ
ら
た
め
て

学
ん
だ
点
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
阪
の
Ａ
Ｔ
Ｃ
エ
イ
ジ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、高
齢

者
疑
似
体
験
や
最
新
の
介
護
機
器
を
見
学
し
ま
し

た
。特
に
、床
ず
れ
を
防
止
す
る
電
動
ベッ
ド
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。ま
た
、Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
は
、体
験
し
て

み
た
か
っ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
乗
る
こ
と
が
で
き
、

感
動
や
楽
し
さ
を
演
出
す
る
た
め
の
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
の
心
遺
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

京
都
で
は
、「
ゆ
ば
・
湯
豆
腐
」を
様
々
な
味
で

楽
し
ん
だ
り
、美
し
い
彩
り
の
会
席
料
理
を
味
わ
っ

た
り
、金
閣
寺
、平
安
神
宮
、清
水
寺
周
辺
を
散
策

し
、お
土
産

を
買
っ
た

り
と
、と
て

も
充
実
し

た
研
修
旅

行
で
し
た
。

風見鶏の館前で

　

例
年
、ど
の
会
場
で
も
熱
心
な
懇
談
風
景
が
み
ら
れ
、

今
年
も
実
り
あ
る
成
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

日
程
は
次
の
通
り
。

●
6
月
28
日（
土
）南
東
北
方
部
会

●
7
月
5
日（
土
）郡
山
方
部
会

●
7
月
13
日（
土
）北
東
北
方
部
会

●
7
月
19
日（
土
）福
島
方
部
会

　
　
　
〃　
　
　

 

会
津
方
部
会

●
7
月
21
日（
日
）県
南
方
部
会

全国的に有名な大原美術館前で

た
。
一
番
印
象
に
残

っ
た
の
は
、テ
ー
ブ
ル
マ

ナ
ー
講
習
会
で
す
。初

め
は
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
が
、ナ
プ
キ
ン

や
ナ
イ
フ
・
フ
ォ
ー
ク

の
使
い
方
、食
事
中
の

マ
ナ
ー
や
テ
ー
ブ
ル
で

の
タ
ブ
ー
な
ど
を
教
え

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
旅
行
を
通
し
て
、視
野
を
広
げ
ら
れ

た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、自
分
自
身
の
将
来
像

を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
で
き
、大
き
な
刺
激
と
な

り
ま
し
た
。今
回
、こ
の
楽
し
い
研
修
旅
行
を
支
援

し
て
下
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

会
な
ど
、簡
単
に
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。数

日
の
研
修
旅
行
の
中
で
こ
れ
だ
け
の
経
験
が
で
き

た
こ
と
は
私
た
ち
の
成
長
に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

浅草寺前にて
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飯
を
す
く
っ
た
り
混
ぜ
た
り
す
る
道

具
に
、“

し
ゃ
も
じ”

と
い
う
も
の
が
あ
る
。

彫
刻
家
で
詩
人
の
高
村
光
太
郎
が
愛
用

し
て
い
た“

し
ゃ
も
じ”

が
彼
の
手
に
馴
染

ま
ず
、改
良
す
る
た
め
に
小
刀
で
削
り
直

し
た
と
こ
ろ
使
い
勝
手
が
良
く
な
っ
た
。

後
日
、台
所
に
ぶ
ら
下
げ
て
お
い
た“

し
ゃ

も
じ”

を
見
て
、そ
の
形
状
が
大
変
美
し

い
こ
と
に
気
が
つ
い
た
、と
い
う
話
が
あ
る
。

こ
れ
は「
機
能
が
形
態
を
決
定
す
る
」と

い
う
造
形
上
の
機
能
主
義
的
な
考
え
方

を
象
徴
す
る
話
で
あ
る
。長
い
間
、私
は
こ

の
話
が
学
生
時
代
に
読
ん
だ
、「
美
に
つ
い

て
」の
中
に
あ
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
た
の

だ
が
、最
近
に
な
っ
て
、そ
の
本
の
中
に
は
、

そ
う
いっ
た
記
述
は
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

実
に
学
生
時
代
か
ら
45
年
間
も
誤
って
記

憶
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、実
際
に
は
ど

の
本
で
読
ん
だ
の
か
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

こ
の
本「
美
に
つい
て
」は
青
春
時
代
を

過
ご
し
た
街
の
書
店
で
購
入
し
た
も
の
で

あ
る
。
一
時
期
、私
の
生
活
と
共
に
あ
っ

た
本
で
あ
り
、そ
の
時
代
も
精
神
も
染
込

ん
で
い
る
。本
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、最
後
に
そ
の
内
容
に

つ
い
て
大
ま
か
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　
こ
の
本
に
は
高
村
光
太
郎
が
書
い
た
芸

術
評
論
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、そ
の
領
域

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。絵
画
・
彫

刻
・
建
築
・
能
楽
・
書
道
な
ど
の
分
野

に
つ
い
て
彫
刻
家
と
し
て
の
視
点
か
ら
論

じ
た
も
の
で
あ
る
。現
代
の
芸
術
評
論
に

は
少
な
い
、造
形
作
家（
作
り
手
）の
側
か

ら
書
か
れ
た
率
直
な
言
葉
は
印
象
的
で

あ
る
。

　

学
生
諸
君
に
も
是
非
一
読
を
お
す
す

め
し
た
い
。現
在
こ
の
本
は
絶
版
な
の
で

興
味
を
持
た
れ
た
方
は
私
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

私
の
本
棚

「
美
に
つい
て
」

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

高
村
光
太
郎
著

角
川
文
庫

教
授

久
家
　
三
夫

生活診断室
シリーズ 54
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朝
の
コッ
プ
一
杯
の
水
は
、寝
て
い
る
あ

い
だ
に
失
っ
た
水
分
を
補
給
す
る
と
い
う

意
味
も
あ
る
の
で
す
が
、そ
れ
以
上
に
大

切
な
の
が「
胃
結
腸
反
射
」を
誘
導
す
る

と
い
う
こ
と
で
す
。胃
の
嬬
動
運
動
を
起

こ
す
反
応
で
自
然
な
便

意
が
誘
発
さ
れ
ま
す
。

人
は
通
常
、１
日
１
回

朝
食
後
に
排
便
し
ま

す
が
、何
日
も
出
な
い

と
き
は
、固
い
コ
ロ
コ
ロ

し
た
便
に
な
り
ま
す
。

便
秘
の
中
で
一
番
多
い

の
が
習
慣
性
便
秘
で
、

ひ
そ
か
に
悩
ん
で
い
る

方
も
お
お
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。便
は
朝

食
後
に
出
る
こ
と
が
多

く
、と
こ
ろ
て
ん
の
よ
う

に
押
し
出
さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
人
も
い

ま
す
が
、小
腸
６
〜
７ｍ
、大
腸
１
・
６ｍ

あ
る
の
で
簡
単
に
押
し
出
す
と
い
う
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。胃
に
食
べ
物
が
入
る
と
、

大
腸
は
動
き
出
し
て
肛
門
の
ほ
う
に
便

を
送
り
ま
す
。と
こ
ろ
が
、朝
食
を
と
ら

な
い
と
か
、忙
し
く
て
排
便
を
我
慢
す
る

こ
と
が
続
く
う
ち
に
、直
腸
が
マ
ヒ
し
て
、

い
く
ら
便
が
溜
ま
って
も
、脳
に
知
ら
せ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
便
秘
と
な
る
も
の
で
す
。

習
慣
性
便
秘
は
、大
部

分
が
食
事
や
排
便
習

慣
で
起
こ
り
ま
す
。対

策
と
し
て
は
、朝
食
を

し
っ
か
り
食
べ
、食
物
残

差
の
多
い
野
菜
、果
物

を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し

ょ
う
。ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
な

ど
の
胃
内
の
善
玉
菌
を

増
や
す
の
に
役
立
つ
乳

酸
菌
を
多
く
と
り
、朝

食
後
30
分
の
余
裕
を

持
つ
こ
と
は
と
て
も
大

切
で
す
。

　

健
康
を
保
つ
た
め
に
は「
朝
、コッ
プ
１

杯
の
水
」と
貝
原
益
軒「
養
生
訓
」の
中
に

あ
る
よ
う
に「
１
日
３
回
の
食
事
」、「
適

度
な
運
動
」を
実
践
し
、健
康
で
長
生
き

し
て
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
友
達
が
少
な
い
。そ
の
現
状
に
私

は
満
足
し
て
い
る
し
、無
理
し
て
友
達
を

つ
く
ろ
う
と
も
思
わ
な
い
。昔
は
そ
う
い

う
状
況
に
い
る
こ
と
が
苦
し
く
も
あ
っ
た

し
、
一
人
だ
け
取
り
残
さ
れ
て
い
る
感
じ

が
し
て
い
て
な
ん
だ
か
景
色
が
モ
ノ
ク
ロ
に

見
え
た
。そ
ん
な
私
が
見
て
い
る
光
景
に

色
を
つ
け
て
く
れ
た
の
は
、本
た
ち
だ
っ
た
。

　

私
は
友
達
の
数
は
少
な
い
が
、本
の
数

は
多
い
よ
。そ
の
せ
い
で
最
近
、二
つ
あ
る

本
棚
に
本
が
入
り
き
ら
ず
、仕
方
が
な
く

本
の
上
に
本
を
重
ね
る
と
い
う
こ
と
し
か

で
き
て
い
な
い
。そ
れ
だ
か
ら
最
近
、ど
う

に
も
本
の
ほ
う
か
ら
冷
た
い
視
線
を
感
じ

る
ん
だ
。扱
い
が
雑
だ
よ
ね
、う
ん
、知
って

る
。す
ま
な
い
、本
た
ち
よ
。こ
ん
な
私
を

許
し
て
ほ
し
い
。

　

あ
れ
、な
ん
だ
か
話
が
逸
れ
た
感
じ
が

す
る
ぞ
。え
え
っ
と
、な
ん
だ
っ
け
…
。あ
ぁ
、

そ
う
だ
。私
が
言
い
た
い
の
は
、友
達
が
少

な
く
て
も
本
が
い
て
く
れ
た
か
ら
ど
う
に

か
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
、と
い
う
こ
と

だ
。諸
君
、本
は
い
い
友
達
に
な
っ
て
く
れ

る
よ
。何
で
も
知
っ
て
る
し
、好
き
な
と
こ

ろ
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
。時
に
は
叱
っ

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、悲
し
み
を
一緒

に
な
って
感
じ
て
も
く
れ
る
。そ
ん
な
本
た

ち
が
そ
ば
に
い
て
く
れ
た
か
ら
、私
は
孤

独
が
そ
ん
な
に
悪
い
も
の
で
は
な
い
と
知
っ

た
。本
は
モ
ノ
ク
ロ
に
し
か
映
ら
な
か
っ
た

景
色
を
様
々
な
色
を
贈
って
く
れ
た
ん
だ
。

　

だ
か
ら
ね
。ね
ぇ
、そ
こ
の
貴
方
。そ
う

そ
う
貴
方
で
す
。少
し
い
い
か
な
？
も
し

も
貴
方
が
友
達
の
少
な
さ
に
悩
ん
で
い
た

ら
、本
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
み
て
よ
。き
っ

と
本
な
ら「
そ
ん
な
こ
と
気
に
す
ん
な
」っ

て
いって
く
れ
る
か
ら
。

景 

観

上
野  

智
子

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
に
か
け
る
青
春上遠野  ひな

声
を
大
き
く
し
て
言
い
た
い
こ
と

　

本
校
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
新
設
さ
れ

る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
、私
が
高
校
１
年
の

半
ば
頃
で
し
た
。以
前
か
ら
ハン
ド
ボ
ー
ル

に
興
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
、２
年
生
の
部

活
動
登
録
で
は
迷
う
こ
と
な
く
ハン
ド
ボ

ー
ル
部
に
入
部
し
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
の

私
は
、放
課
後
に
安
積
高
校
の
練
習
を
見

学
し
た
り
、パ
ス
を
し
た
り
、シ
ュ
ー
ト
を

打
って
み
る
程
度
の
も
の
で
し
た
。

　

入
部
し
て
、待
ち
に
待
っ
た
活
動
が
で

き
る
こ
と
で
と
て
も
心
が
躍
り
ま
し
た
。

し
か
し
不
安
も
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、

３
年
生
が
い
な
い
中
で
２
年
生
は
私
だ
け
。

１
年
生
が
７
名
の
後
輩
達
に
馴
染
め
る
の

だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。そ
ん
な

不
安
は
毎
日
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
く
う

ち
に
ど
こ
か
へ
消
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ

れ
よ
り
私
は
ハン
ド
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
に
関

し
て
は
皆
無
に
近
い
状
態
で
し
た
か
ら
、

必
死
で
本
を
読
ん
だ
り
、顧
問
の
先
生
に

教
え
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
競
技
に
向
き

合
う
ほ
う
が
大
変
で
し
た
。私
の
ポ
ジ
シ

ョ
ン
は
キ
ー
パ
ー
で
す
。シ
ュ
ー
ト
も
止
め

ら
れ
ず
悔
し
い
思
い
の
連
続
で
し
た
が
、

練
習
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、今
で
は
キ

ー
ピ
ン
グ
も
し
っ
か
り
と
で
き
る
よ
う
に

な
り
、自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
始
め
て
１
年
過
ぎ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、私
に
と
って
は
高
校
生
活

の
総
仕
上
げ
の
時
を
迎
え
、と
に
か
く
こ

の
１
年
間
、何
事
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た

い
と
思
って
い
ま
す
。

　
ハン
ド
ボ
ー
ル
部
は
現
在
、新
入
生
が
11

名
入
部
し
、部
員
が
19
名
い
ま
す
。
一
つ

一
つ
の
大
会
に
か
け
る
思
い
も
大
き
く
な

り
ま
し
た
。日
々
の
練
習
を
大
切
に
、試

合
で
は
悔
い
の
残
ら
な
い
プ
レ
ー
を
し
て
、

キ
ー
パ
ー
と
し
て
、「
止
め
る
」責
任
を
果

た
し
、最
後
に「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
に
入
部

し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」と
思
え
る
よ
う

に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

イラスト　佐藤  悦美

　

さ
く
ら
通
り
は
路
線
バ
ス
の
本
数
が
多

く
、通
学
や
通
勤
に
も
と
て
も
便
利
で
す

よ
ね
。私
が
よ
く
乗
る
時
間
帯
は
高
校
生

が
多
く
、皆
単
語
帳
を
見
た
り
テ
キ
ス
ト

を
見
た
り
し
て
い
る
。ボ
ー
っ
と
見
て
い
る

窓
の
外
に
は
近
代
的
な
建
物
が
続
い
て
い

る
。

　

路
線
バ
ス
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
い
つ
も
感

心
す
る
の
は
、タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
か
ら
あ
る
程

度
長
距
離
を
行
き
、大
概
田
園
風
景
に
な

る
と
、お
願
い
す
れ
ば
バ
ス
停
で
な
く
と
も

降
ろ
し
て
頂
け
る
と
い
う
こ
と
。も
ち
ろ

ん
運
転
手
さ
ん
の
一
存
で
は
な
く
会
社

の
方
針
で
あ
る
よ
う
だ
。ど
こ
と
な
く
暖

か
み
を
感
じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

先
日
、白
河
駅
か
ら
御
斉
所
街
道
を
ひ

た
す
ら
東
に
行
く
路
線
バ
ス
に
乗
る
機
会

が
あ
っ
た
。白
河
駅
南
部
旧
市
街
の
入
り

組
ん
だ
狭
い
道
を
ぬ
け
る
。窓
か
ら
手
を

出
せ
ば
、民
家
の
軒
に
手
が
届
き
そ
う
な

狭
隘
道
路
。思
わ
ず
町
の
古
さ
に
感
嘆
し

た
。ク
ラ
ン
ク
を
い
く
つ
か
曲
が
り
白
河
旭

高
校
を
過
ぎ
る
と
御
斉
所
街
道
に
入
る
。

そ
こ
か
ら
は
一
本
道
に
な
る
。

　

平
成
23
年
白
河
市
は
、景
観
計
画
を

策
定
し
、市
長
直
属
の
部
局
を
配
し
た
。

こ
の
計
画
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
本
気
さ

を
感
じ
る
。ユ
ネ
ス
コ
が
１
９
９
２
年
に
世

界
遺
産
の
作
業
指
針
に
文
化
的
景
観
の

概
念
を
織
り
込
ん
だ
が
、日
本
に
は
も
っ

と
前
に
い
わ
ゆ
る
古
都
保
存
法
が
あ
っ
た

の
で
、ユ
ネ
ス
コ
を
待
た
な
く
と
も
価
値
の

あ
る
古
い
街
並
み
は
保
存
し
て
き
た
。

　

福
島
県
は
、景
観
条
例
に
よ
っ
て
多
く

の
市
町
村
が
独
自
の
条
例
を
設
け
て
い
る
。

白
河
市
も
、小
峰
城
跡
、南
湖
公
園
、白
河

の
関
跡
な
ど
を
重
点
的
に
整
備
し
よ
う
と

し
て
い
る
。歩
い
て
も
よ
し
、バ
ス
か
ら
眺
め

て
も
よ
し
の
景
観
を
期
待
し
て
い
る
。

　
（
短
期
大
学
部
・
幼
児
教
育
科
教
授
）

朝一番の水

附属高等学校
食物科３年

鈴木  詩織

大学
人間生活学科４年
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熱戦が繰り広げられた

■
昇
任

▼
大
学
／
講
師
＝
郡
司
尚
子（
助
教
）

▼
短
大
／
准
教
授
＝
磯
部
哲
夫（
講

師
）
・
助
手（
授
業
補
助
担
当
）＝
齋
藤

理
沙（
学
務
担
当
）

▼
教
務
部
／
連
携
係
長
＝
鈴
木
光
洋（
主

【
表
彰
】

平
成
26
年
度

福
島
県
私
立
中
学
高
等
学
校
協
会

永
年
勤
続
表
彰

▲
勤
続
25
年

皆
川　

智
彦（
附
属
高
校
教
諭
）

熊
田　

敦
也（
秘
書
課
秘
書
係
長
）

岩
手
大
学
大
学
院
農
学
研
究

科
修
士
課
程
獣
医
学
専
攻
修

了所
属
＝
大
学
・
食
物
栄
養
学

科

よ
う
こ
そ

郡
山
開
成
学
園
へ

新
任
教
職
員
の
方
々
の
ご
紹
介

郡
山
女
子
大
学

﹇
新
採
用
﹈

（
４
月
１
日
付
）

西
山
　
慶
治
　
教
授

に
し
や
ま
　 

け
い 

じ

筑
波
大
学
大
学
院
教
育
研
究
科

修
了

前
県
立
磐
城
農
業
高
等
学
校
教

諭所
属
＝
短
大
・
幼
児
教
育
学

科

短
期
大
学
部

﹇
新
採
用
﹈

﹇
新
採
用
﹈

伊
藤
　
哲
章
　
講
師

 

い 

と
う
　 

て
つ
あ
き

文
教
大
学
文
学
部
英
米
文
学
科

卒平
成
23
年
か
ら
期
限
付
専
任
講

師所
属
＝
附
属
高
校
・
英
語

附
属
高
等
学
校

事
務
局

﹇
本
採
用
﹈

﹇
本
採
用
﹈

三
瓶
　
久
常
　
教
諭

さ
ん
ぺい
　 

ひ
さ
つ
ね

い
わ
き
明
星
大
学
理
工
学
部
卒

平
成
23
年
か
ら
期
限
付
専
任
事

務
職
員

所
属
＝
教
務
部

本
多
　
泰
治
　
職
員

ほ
ん 

だ
　  

や
す
は
る

北
海
道
大
学
経
済
学
部
卒

所
属
＝
放
送
大
学
福
島
学
習
セ

ン
タ
ー
へ
出
向

笹
田
　
浩
司
　
職
員

さ
さ
だ
　   

こ
う
じ

東
京
電
気
大
学
工
学
部
卒

前
須
賀
川
警
察
副
署
長

所
属
＝
学
生
生
活
部

片
寄
　
一
富
　
職
員

か
た
よ
せ
　 

か
ず
と
み

洗
足
学
園
音
楽
大
学
声
楽
科
卒

平
成
23
年
か
ら
期
限
付
専
任
講

師所
属
＝
附
属
高
校
・
音
楽

加
藤
　
あ
ゆ
美
　
教
諭

 

か 

と
う
　  

あ  

ゆ  

み

東
海
大
学
院
総
合
理
工
学
研

究
科
総
合
理
工
学
専
攻
修
了

所
属
＝
大
学
・
人
間
生
活
学

科

期
限
付
雇
用
職
員

長
田
　
城
治
　
講
師

お
さ
だ
　   

じ
ょ
う
じ

東
北
大
学
農
学
部
農
芸
化
学

科
卒

所
属
＝
短
大
・
家
政
科
食
物

栄
養
専
攻

武
地
　
誠
一
　
准
教
授

た
け 

ち
　  

せ
い
い
ち

九
州
保
健
福
祉
大
学
大
学
院

社
会
福
祉
学
研
究
科
修
士
課

程
修
了

所
属
＝
短
大
・
幼
児
教
育
学

科 古
川
　
督
　
講
師

ふ
る
か
わ
　
さ
と
し

愛
知
県
立
芸
術
大
学
器
楽
科

ピ
ア
ノ
専
攻
卒

所
属
＝
附
属
高
校
・
音
楽

齋
藤
　
智
子
　
講
師

さ
い
と
う
　 

と
も 

こ

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

幼
児
教
育
学
科
卒

所
属
＝
附
属
幼
稚
園

畠
山
　
瑞
貴
　
教
諭

は
た
け
や
ま 

み
ず 

き

郡
山
女
子
大
学
短
期
大
学
部

幼
児
教
育
学
科
卒

所
属
＝
附
属
幼
稚
園

小
林
　
亜
沙
美
　
教
諭

こ
ば
や
し
　  

あ  

さ  

み

宮
城
県
立
宮
城
大
学
事
業
構

想
学
部
卒

所
属
＝
入
学
事
務
・
広
報
部

根
本
　
真
紗
美
　
職
員

ね 

も
と
　   

ま  

さ  

み

い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部

現
代
社
会
学
科
卒

所
属
＝
入
学
事
務
・
広
報
部

草
野
　
優
芽
　
職
員

く
さ
の
　    

ゆ  

め

早
稲
田
大
学
商
学
部
卒

東
邦
銀
行
か
ら
の
出
向

所
属
＝
附
属
高
校
事
務
室
長

山
本
　
正
典
　
職
員

や
ま
も
と
　
ま
さ
の
り

福
島
大
学
経
済
経
営
学
類
卒

所
属
＝
附
属
高
校
事
務
室

小
橋
　
健
人
　
職
員

 

こ 

ば
し
　  

け
ん 

と

全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル

銀
賞　

高
校
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
ク
ー
ル

高
校
ピ
ア
ノ
部
門　
第
５
位

▽
高
校
の
部

　
２
位　

小
山　

幸

　
６
位　

中
村　

優
香

　

２
人
は
７
月
に
行
わ
れ
る
国
体
最
終

予
選
会
に
出
場
。

第
17
回
県
弓
道
遠
的
選
手
権
大
会

　

第
25
回
郡
山
女
子
大
学
附
属
高
等
学

校
長
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
２
月
23
日

に
行
わ
れ
た
。大
会
に
は
県
南
・
県
中
地

区
か
ら
12
校
が
参
加
し
て
熱
戦
を
展
開
、

大
槻
中
学
校
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

優　

勝　

大
槻
中

準
優
勝　

小
野
中

3　

位　

郡
山
二
中

　

 

〃　
　

守
山
中

附
属
高
等
学
校
長
杯
で

大
槻
中
が
初
優
勝
！

▽
女
子
・
高
校
一
般
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

第
３
位 第

25
回
蔵
の
ま
ち
喜
多
方

ス
プ
リ
ン
グ
オ
ー
プ
ン
卓
球
選
手
権

　

渡
辺　

郁
美

　

２
０
１
４
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
シ
リ
ー
ズ

第
30
回
静
岡
国
際
陸
上
競
技
大
会
が
５

月
３
日
、静
岡
ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
、吉

田
文
代
選
手（
郡
大
附
Ａ
Ｃ
）が
12
メ
ー

ト
ル
94
で
２
連
覇
を
達
成
し
た
。

陸
上
・
静
岡
グ
ラ
ン
プ
リ

吉
田
文
代
教
員
が
連
覇
！

▼
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

▼
卓
球
部　

団
体

　
ダ
ブ
ル
ス　

　

伊
藤　

明
日
香
・
金
澤　

綾
花

　

紺
野　

結
希
・
根
本　

向
日
葵

　
シ
ン
グ
ル
ス　

　

金
澤　

綾
花
・
伊
藤　

明
日
香

　

紺
野　

結
希

▼
テ
ニス
部　

団
体

▼
陸
上
競
技
部　
４
×
１
０
０
リ
レ
ー

　

円
盤
投
げ　

三
浦　

光
妃

　

砲
丸
投
げ　

三
浦　

光
妃

▼
剣
道
部　

団
体

　
　
　
　
　
個
人　

橋
本　

由
香

▼
弓
道
部　

団
体

　
　
　
　
　
個
人　

小
山　

幸

▼ハン
ド
ボ
ー
ル
部

▼
新
体
操
部　

平
成
26
年
度 

福
島
県
高
校
体
育

大
会
出
場　
チ
ー
ム
・
個
人

▼
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　

優
秀
１
席　

松
本
み
さ
と

　

優
秀
６
席　

小
林　

優
実

　
＊
県
大
会
出
場

　

佳
作
４
席　

松
本　

裕
美

▼
朗
読
部
門

　

優
秀
１
席　

山
田　

桃
子

　
＊
県
大
会
出
場

▼
創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門

　

優
秀
１
席　

　
＊
県
大
会
出
場

第
61
回
全
国
高
等
学
校

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
県
南
大
会

　

郡
山
女
子
大
学
家
政
学
部
人
間
生
活

学
科
主
催
の
市
民
講
座「
暮
ら
し
の
１
ペ

ー
ジ
」が
次
の
通
り
開
催
さ
れ
る
。

●
開
催
日
／
７
月
26
日
㊏
13
：
00
〜

15
：
30

●
場　

所
／
創
学
館

●
統
一
テ
ー
マ
／「
暮
ら
し
の
１
ペ
ー
ジ
」

　
コ
ー
ス
毎
の
講
師
と
講
演
の
テ
ー
マ
は

次
の
通
り
。

▼
生
活
総
合
コ
ー
ス
／
武
井
玲
子
教
授

「
環
境
に
や
さ
し
い
衣
生
活
」

▼
福
祉
コ
ー
ス
／
渡
邊
英
勝
講
師

「
地
域
社
会
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜
そ
の
基

本
的
視
点
〜
」

▼
建
築
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
／
山
形
敏
明
教

授　
「
快
適
な
住
生
活
」

※
入
場
無
料

　

受
講
ご
希
望
の
方
は
、大
学
・
人
間
生

活
学
科
ま
で
。

☎
０
２
４‐９
３
２‐４
８
４
８

大
学
・
人
間
生
活
学
科

市
民
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

　

附
属
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、第
65

回
春
季
大
会
で
、橘
を
相
手
に
27‐15
と

初
戦
を
突
破
。し
か
し
、次
の
光
南
に
18‐

25
と
惜
し
く
も
敗
退
し
た
。

第
65
回
春
季
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
で
初
戦
突
破
！

任
）
・
主
任
＝
佐
藤
浩
平

▼
入
学
事
務
・
広
報
部
／
係
長
＝
結
城

マ
チ
子
・
係
長
＝
菅
野
英
樹

■
平
成
25
年
度
で
退
職
さ
れ
た
方
々

　

3
月
末
日
で
、次
の
方
々
が（
学
）郡
山

開
成
学
園
を
退
職
な
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感
謝
し
、

今
後
の
ご
活
躍
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
第
一
定
年
】

▼
大
学
／
諸
岡
信
久
教
授
・
深
谷
笑
子

准
教
授

▼
短
大
／
野
沢
謙
治
教
授

▼
事
務
局
／
大
和
田
不
三
彦
総
務
部
長

【
第
二
定
年
】

▼
大
学
／
藤
原
建
樹
教
授

▼
事
務
局
／
七
海
道
夫
放
送
大
学
福
島

学
習
セ
ン
タ
ー
事
務
長
・
池
下
勇
男
広

報
室
長

【
依
願
退
職
】

▼
大
学
／
茂
木
光
代
准
教
授

▼
短
大
／
村
田
清
教
授
・
松
谷
ひ
ろ
子

講
師
・
京
免
徹
雄
講
師

▼
幼
稚
園
／
戸
梶
直
子
教
諭
・
近
内
福

美
教
諭

▼
事
務
局
／
宮
本
仁
職
員
・
半
沢
通
職

員▼
家
庭
療
／
今
野
千
絵
里
職
員

【
期
限
付
期
間
満
了
退
職
】

▼
短
大
／
須
田
良
子
教
授
・
近
藤
栄
昭

教
授
・
奥
秋
和
夫
准
教
授
・
滝
田
良
子

准
教
授
・
鈴
木
典
子
助
手

▼
附
属
高
校
／
柴
早
苗
講
師
・
齋
藤
一

郎
講
師

▼
事
務
局
／
安
齋
彰
夫
入
学
事
務
部

長
・
佐
藤
圭
佑
職
員

■
平
成
26
年
度
に
再
雇
用
さ
れ
た
方
々

▲
大
学
／
諸
岡
信
久
教
授
・
藤
原
建
樹

教
授

▼
短
大
／
野
沢
謙
治
教
授

▼
事
務
局
／
大
和
田
不
三
彦
総
務
部
長
・

池
下
勇
男
入
学
事
務
・
広
報
部
次
長

■
異
動

▼
冨
本
栄
次　

附
属
高
校
教
諭（
大
学
・

食
物
栄
養
学
科
）

▼
ダ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー
ナ
ー　

大
学
・
人
間

生
活
学
科
講
師（
附
属
高
校
）

▼
ポ
ー
ル
・
バ
ー
ナ
ミ
ー　

短
大
・
幼
児

教
育
学
科
講
師（
附
属
高
校
）

　

団
体

　

個
人

　

星　

麻
利
有
・
矢
作　

あ
か
り

　

高
橋　

結
花
・
海
野　

由
里
愛

　

星　

愛
梨



開成の杜（8）

　

清
々
し
い
新
緑
の
季
節
を
迎
え
た
。芽

吹
い
た
若
葉
の
成
長
と
共
に
、新
入
生
の

皆
さ
ん
の
緊
張
も
幾
分
和
ら
ぎ
、学
園
生

活
を
謳
歌
し
て
い
る
こ
と
と
思
う
。

　

今
年
２
月
の
大
雪
は
記
録
的
な
も
の

と
な
り
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
交
通
機
関
は

乱
れ
、人
的
・
物
的
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

学
園
も
一
面
の
雪
に
覆
わ
れ
、人
ひ
と
り

通
る
道
さ
え
除
雪
す
る
の
に
も
困
難
で

あ
っ
た
。雪
国
の
学
生
・
生
徒
ら
は
、自
宅

で
は
日
常
で
あ
り
、特
に
驚
く
事
で
は
な

い
と
笑
顔
で
答
え
る
。降
り
積
も
る
雪
を

前
に
、ふ
と
小
学
校
の
先
生
と
、女
の
子
の

微
笑
ま
し
い
話
を
思
い
出
し
た
。

　
『
理
科
の
テ
ス
ト
で「
氷
が
溶
け
た
ら

何
に
な
る
？
」の
問
題
に
、女
の
子
は「
春

に
な
る
！
」と
解
答
し
た
。先
生
は
そ
の

答
え
に
マ
ル
を
付
け
、名
前
の
所
に
は
三

重
マ
ル
を
付
け
た
。』

　

春
は
名
の
み
で
ま
だ
ま
だ
遠
く
、雪
も

一
向
に
止
む
気
配
は
な
か
っ
た
が
、気
分

は
花
マ
ル
で
あ
っ
た
。

　

杜
の
広
場
の
白
梅
が
、香
し
い
匂
い
と

共
に
そ
っ
と
花
開
き
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

と
、花
々
が
一
斉
に
顔
を
出
し
、美
し
く

咲
き
乱
れ
春
爛
漫
の
季
節
を
迎
え
た
。

開
花
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
桜
は
、入

学
式
に
遅
れ
た
が
、薄
紅
色
の
姿
を
長
く

留
め
、皆
を
和
ま
せ
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
。

パ
ン
ジ
ー
、牡
丹
、ツ
ツ
ジ
、バ
ラ
、紫
陽
花…

。

学
園
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
草
木
が
育
て

ら
れ
、四
季
を
通
し
て
彩
り
を
添
え
、憩
い

の一時
を
与
え
て
く
れ
る
。時
に
は
歩
み
を

止
め
、生
き
い
き
と
花
開
き
謳
歌
す
る
草

木
の
今
こ
の
時
を
凝
視
め
た
い
。

　

氷
が
溶
け
れ
ば「
水
」に
な
る
が
、春
を

待
ち
侘
び
る
女
の
子
の
感
性
を
、大
切
に

受
け
と
め
て
く
れ
た
先
生
の
心
温
か
さ
。

答
え
は
一つ
で
は
な
い
事
も
あ
る
。「
氷
が

溶
け
た
ら
何
に
な
る
？
」皆
さ
ん
は
何
と

答
え
る
だ
ろ
う
。　 　
　
　
　
　

 

（
孝
）

73

美
術
科

郡
山
女
子
大
学
附
属
高
校
美
術
科
3
年
で
油
絵
を
専
攻
し

て
い
る
2
名
の
作
品
で
す
。美
術
科
で
は
、3
年
間
の
集
大
成

と
し
て
卒
業
作
品
展
を
実
施
し
て
お
り
、そ
の
展
示
に
向
け
て

制
作
し
た
最
初
の
作
品
で
す
。

春
高
バ
レ
ー 

強
豪
に
善
戦

大
和
南
の
高
さ
に
屈
す

　

第
66
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
校
選

手
権
大
会（
春
高
バ
レ
ー
）が
1
月
5
日
、

東
京
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。

　

磐
城
一
高
を
3‐0
で
破
り
、6
年
連

続
17
回
目
出
場
の
附
属
高
校
は
、1
回
戦

で
優
勝
候
補
の
大
和
南（
神
奈
川
第
一
代

表
）と
対
戦
。第
１
セ
ッ
ト
は
立
ち
上
り
固

さ
が
見
ら
れ
攻
撃
の
リ
ズ
ム
が
合
わ
ず
、

連
続
失
点
で
差
を
つ
け
ら
れ
た
。第
2
セ

ッ
ト
は
、目
黒
選
手
の
バッ
ク
ア
タ
ッ
ク
や
高

橋
愛
選
手
の
ス
パ
イ
ク
が
決
ま
り
タ
イ
に

持
ち
込
ん
だ
。第
3
セ
ッ
ト
は
大
和
南
の

高
い
打
点
の
ス
パ
イ
ク
を
懸
命
に
拾
っ
た
が
、

最
後
は
突
き
放
さ
れ
た
。

強豪を相手に善戦 春高バレー可愛いピンクの花が…

携
帯
電
話
か
ら
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
こ
と
で
、モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
へ

ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
読
み
取
り
非
対
応
の
方
は
、左
記

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
入
力
す
る
こ
と
で
モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
へア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

モ
バ
イ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://www.koriyama-kgc.ac.jp

河
津
桜（
か
わ
づ
さ
く
ら
）

が
咲
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
永
年
勤
続
者
表
彰
を
受

け
た
方
々
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
、高
校
正
門

の「
河
津
桜
」が
ピ
ン
ク
の
美
し
い
花
を
咲

か
せ
た
。来
年
は
寄
贈
さ
れ
た
19
本
全
部

が
咲
く
と
い
い
で
す
ね
！

支援金を手にする日向杏珠翔さん

日
向
さ
ん
に
支
援
金

　

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
郡
山（
岡
部
良

子
会
長
）は
、国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
ア
メ

リ
カ
連
盟
の
ヴ
ァ
イ
オ
レッ
ト・リ
チ
ャ
ー
ド

ソ
ン
賞
に
応
募
し
た
附
属
高
校
音
楽
科

2
年
の
日
向
杏
珠
翔
さ
ん
に
支
援
金
3

万
円
を
贈
っ
た
。こ
の
賞
は
地
域
や
学
校

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
若
い

女
性
を
称
え
る
も
の
。

　

日
向
さ
ん
は
、福
祉
施
設
な
ど
で
演
奏

し
た
り
、手
芸
品
を
届
け
た
り
す
る
学
園

全
体
で
の
取
り
組
み
な
ど
を
例
会
で
説

明
し
た
。

　

応
援
団
席
に
は
、生
徒
、父
兄
、関
係
者

な
ど
５
０
０
人
が
詰
め
か
け
、ピ
ン
ク
の
バ

ル
ー
ン
を
叩
き
、懸
命
に
大
声
援
を
送
っ
た
。

渋
谷
さ
ん（
３
年
）が
最
優
秀

Ｊ
Ａ「
ふ
く
し
ま
米
愛
情
弁
当
コ
ン
テ
ス
ト
」

　

県
産
米
と
県
産
食
材
を
使
用
し
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
弁
当「
ふ
く
し
ま
米
愛
情
弁
当

コ
ン
テ
ス
ト
」が
5
月
24
日
、郡
山
市
の
農

産
物
直
売
所「
愛
情
館
」で
開
か
れ
、附

属
高
校
3
年
渋
谷
奈
那
さ
ん
の「
福
う
ま

和
風
弁
当
」が
最
優
秀
に
輝
い
た
。

 
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
県
内
外
か
ら
1
3
5
作

品
の
応
募
が
あ
り
、
一
次
審
査
を
通
過

し
た
6
点
を
審
査
。全
農
県
本
部
の
関

係
者
6
人
と「
愛
情
館
」の
来
場
者

グランプリに輝いた渋谷さん

1
0
0
人
も
投
票
し
た
。渋
谷
さ
ん
の
作

品
は
炊
き
込
み
ご
飯
、マ
グ
ロ
和
風
ム
ニエ

ル
、ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
が
彩
り
よ
く
添
え

ら
れ
て
お
り
、「
忙
し
い
父
に
感
謝
を
込
め

て
作
り
ま
し
た
」と
喜
び
を
語
っ
た
。

冨
本
教
諭
が「
ト
ッ
プ
コ
ー
チ
」

指
定
指
導
者
に
選
ば
れ
る
。

　

2
0
2
0
年
東
京
五
輪
な
ど
に
向
け

て
若
い
世
代
の
選
手
を
育
成
す
る「
ふ
く

し
ま
か
ら
世
界
へ
！
」『
ふ
く
し
ま
夢
ア
ス

リ
ー
ト
』育
成
支
援
事
業
の
競
技
力
向
上

の
推
進
役
を
担
う「
ト
ッ
プ
コ
ー
チ
」養
成

事
業
の
指
定
指
導
者
10
人
が
県
体
育
協

会
か
ら
発
表
さ
れ
た
。

　

本
校
か
ら
は「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
」の
冨
本

栄
次
教
諭
が
選
ば
れ
、様
々
な
講
習
会
な

ど
に
参
加
し
、「
ふ
く
し
ま
夢
ア
ス
リ
ー

ト
」を
育
成
す
る
。

「
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
健
康
問
題
」を
考
え
る

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

本
学
と
大
学
・
食
物
栄
養
学
科
主
催

の
第
10
回
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム「
超
高
齢
化

社
会
に
お
け
る
健
康
問
題
」が
3
月
8
日
、

芸
術
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。紺
野
信

弘
教
授
が「
わ
が
国
の
人
口
構
成
の
変

遷
」、根
本
恵
美
子
講
師
が「
高
齢
者
の

食
事
」、福
島
医
大
の
安
村
誠
司
教
授
が

「
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
健
康
問
題
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

　

講
演
の
あ
と
、広
井
勝
教
授
の
総
合
司

会
で
講
師
ら
3
人
に
よ
る
総
合
討
論
も

行
わ
れ
た
。会
場
に
は
市
民
な
ど
1
0
0

人
が
詰
め
か
け
、メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心

に
聞
き
入
って
い
た
。

熱心に聞き入る会場の皆さん

鈴木　花菜

Conflict
F50号

すず  き　　　か　な

自分に負けそうになった時期があ
り、強くなりたいと思うようになりまし
た。その強くなりたいという気持ち
をライオンに込めて表現しました。
卒業作品展に向けた一番目の作
品で良いスタートが切れたと思い
ます。

藤橋　伽穂

愛憎
F50号

ふじ はし　  　か   ほ

人はなぜ死ぬのか、そしてなぜ人
が人を傷つけるのか。そんなこと
を思いながら今回の絵を描きまし
た。命という物に対しての考えは
十人十色だと思いますが、私なり
の命に対する考えをこの絵で表
現できたと思います。
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